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（4）秋田県立図書館・山口県立山口図書館　〜佐野友三郎〜
秋田県立秋田図書館は設立（1899 年 11 月開館）の時点では利用者の年齢に関する定めは設けら
















大阪府立図書館は，1904 年婦人室の一部に 12 － 15 歳を対象とした「少年閲覧室」（閲覧料 2 銭）
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（6）東京市立日比谷図書館における児童室




























































1952 年に公共図書館児童室を調査した際，全国主要図書館 50 館に調査票を配布したが，半年で





















童   館内 507 万人（1 日平均 204 人）　館外 151 万人（1 日平均 116 人），蔵書　85 万冊　5％，児
童奉仕館　児童室 29％，児童書 42％，児童図書館面積　10 坪未満 21％，20 坪未満 58％，年間図
書費  5 万未満 36％，10 万未満 67％，年間受け入れ 100 冊未満 26％，200 冊未満 50％，児童図書
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24 年 6 月　 市議会にて市民図書館の開設を議決，9 月議会図書館資料を基礎に付設の形で市民図
書館を開館した。
25 年 4 月　貸出文庫の開設，8 月夜間閲覧を開始した。
26 年 4 月　開架式，大型ブックモビル活動開始。
27 年 3 月　 開架書架を拡充，成人向け図書の館外貸出を開始，4 月市の農業改良普及員と協力し「農
業書を読む会」をはじめる，5 月県の労政課・労務事務所と協力して市内の会社，向
上の労働者を対象にした労働文庫が始まる。
28 年 6 月　 市民叢書開始，7 月大型・小型 2 台による自動車文庫サービス網が拡大される。
29 年 4 月　 本館，周辺地区で読書会活動開始，8 月子供会社会科教室発足，学校と協力し課外に
写生会，生物採集を行い図書館主催にて定期的に公民館などにおいてその成果を発表
する。
30 年 8 月　全国都市行政ベスト・テン図書館の部に選ばれた。
32 年 6 月　 旭分館，資料は本館から提供職員を地区の負担で雇う，地区立的。7 月児童書の貸し
出し開始。
33 年 9 月　 一般閲覧室，研究室・児童室・集会室など拡充，10 月子どもの国に児童図書課設置，
子ども会を児童室係とブックモビル係との共同担当，月 2 の定例行事。
34 年 7 月　PTA 家庭文庫貸出開始。
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ブックモビルについて，高知市民図書館は大小 2 台を奉仕の主体化のために導入した。1 か月に













知も設置予定である。旭分館は，毎日約 100 人，館内利用者のべ数は開館より 1 年強で 32946 人となっ
た。貸出制度は旭市民図書館運営協力会による会員制（1 か月 50 円の寄付）により成人図書は 1 週
間，児童図書は 3 日間と規定された。館外利用者も同時期のべ 23915 人に達した。ここで婦人読書
会，教養講座，児童の集まりなど集会活動によって市民と結びつくような活動が継続的に行われた。
地区の分館も地区公民館の活動に並行しながら図書の貸し出しを中心に，読書会，討論会を行うこ
とで，のべ 11173 人が図書の貸し出しを受けた 36。公民館と図書館という社会教育施設の連携により，
市民の読書に深まりをみせた。
（5）館外貸出
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（6）レファレンス
















遠鏡を備え自由に利用できるようにした。児童の貸出は盛んで登録児童は 1300 名，1 日平均利用児













の経験あり，他は 2 － 30 代であった。清水の他に児童サービスの経験があるのは森博のみであっ





















































（5）「業務報告　1967　昭和 40 年，41 年度」日野市立図書館
日野市立図書館について，本部はあるが本館はなく，2 台の自動車文庫と 3 つの分館がある。住民
奉仕のためのサービス・ポイントの整備を第一に考える。中小都市図書館でありながら，県立図書










移動図書館　ひまわり号　1 号　全 1500 冊，2 号　全 2000 冊　37 駐車で 2 週間周期であった。
移動図書館の貸出中心で市内に徹底させた。
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